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てて実践的内容を行う PBL（Project Based Learning）、及び現場の取り組みについて学ぶ SPA
（Software Practice Approach）などに関連する様々な活動についてもまとめています。そし
て大学の諸活動について、大学説明会やオープンキャンパスの実施結果を報告し、インターン
シップや卒業後の就職、進学指導実績も紹介しています。 
 
(b) 特集講座の選出について 
ソフトウェア情報学部の各講座の２００９年度業績に基づき、特筆すべき研究・地域貢献活
動について特集しました。本年度は、情報システム構築学講座（ＩＳ佐々木研）を取り上げて
います。同講座では、地域における企業、行政、団体等との共同研究を推進し、これまで多大
な地域貢献を果たしてきております。本特集講座では、その中から次の二つのプロジェクトを
紹介しています。 
・独居高齢者の孤独死を防ぐための高齢者見守りシステムプロジェクト 
・健康増進活動を支援するウェルネスサポートシステムプロジェクト 
これらは、何れも社会問題として注目されているテーマであり、興味深く貴重な成果報告が
なされています。 
おわりに、本報告書が岩手県立大学や岩手県のみならず、広く国内外の方々にご覧いただき、
今後共より良き理解とご高配を賜りますよう期待いたします。なお、本報告書は 2009 年度よ
りオンラインで公開しております。 
